
送

詩

論

葬

‘、
官

E
a
E」
V，/ 

l

i
王
裂
の
詩
を
中
心
と
し
て
1
i
i

、

ハ

1
〉

梁
よ
り
北
朝
に
遷
っ
た
王
褒
(
五
一
回
?
J
五
七
七
?
〉
に
、
「
送
観

寧
侯
葬
」
「
送
劉
中
審
葬
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。
ま
た
、
庚
信
ハ
五

〈

2
〉

一一ニ

l
五
八
一
〉
に
も
、
「
送
良
法
部
葬
」
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
「
送

O
O葬
」
と
題
す
る
詩
は
、
と
も
に
南
朝
か
ら
北
朝
に
仕

え
た
王
袈
と
庚
信
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
ほ
か

に
、
原
作
は
残
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
際
の
張
正
見
に
も
、
「
和

ハ
3
〉

送
陽
侯
実
金
紫
葬
詩
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
を
一
群
の
も
の
と

見
な
す
考
え
方
は
、
類
蓄
に
お
け
る
分
類
を
見
る
と
、
盛
唐
期
に
は

す
で
に
存
在
し
、
宋
代
に
は
確
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

豆一
A

文
類
緊
』
巻
三
十
四
、
人
部
哀
傷
の
詩
の
項
に
は
、
曹
不
一
「
寡

婦
詩
」
、
王
子
栄
「
七
友
詩
」
な
ど
と
並
ん
で
前
述
の
王
褒
の
二
首
が

収
録
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
特
に
「
送
葬
」
の
項
は
設
け
ら
れ
て
い

な
い
。
と
こ
ろ
が
『
初
学
記
』
巻
十
四
、
礼
部
下
に
は
、
死
喪
、
投

後

初〈

正

藤

歌
と
は
別
に
「
葬
」
の
項
が
設
け
ら
れ
て
、
何
遜
「
悲
行
路
孤
墳

詩
」
、
陰
銀
「
行
経
古
墓
詩
」
の
ほ
か
、
前
述
し
た
庚
信
、
張
正
見

の
詩
お
よ
び
唐
太
宗
「
望
送
貌
徴
葬
詩
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
こ
こ
に
は
王
褒
の
二
首
は
収
録
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
『
文
苑
英

幸
』
巻
三
百
五
に
お
い
て
は
、
詩
の
悲
悼
の
項
に
は
さ
ら
に
細
分
類

が
設
け
ら
れ
、
突
入
、
突
僧
道
、
突
妓
の
項
自
と
並
ん
で
独
立
し
て

「
送
葬
」
の
項
自
が
立
て
ら
れ
、
庚
信
「
送
霊
法
師
葬
」
、
王
褒
「
送

観
寧
侯
葬
」
な
ど
十
二
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
十
一
古
文
類
緊
』
『
初

学
記
』
と
『
文
苑
英
華
』
で
は
収
録
作
品
数
に
隔
た
り
が
あ
っ
て
直

接
的
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
『
文
苑
英
華
』
の
分
類
が
い
っ
そ
う

綿
密
化
し
て
い
る
こ
と
は
一
自
瞭
然
で
あ
る
。
『
初
学
記
』
で
は
一

括
し
て
友
傷
に
分
類
さ
れ
て
い
た
何
遜
、
陰
鐙
な
ど
の
墳
墓
を
詠
ず

る
詩
は
、
「
墳
墓
」
の
項
に
別
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
類
を

見
る
限
り
、
宋
初
に
は
「
送
葬
」
と
一
括
さ
れ
る
作
品
群
の
存
在
が

意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
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会
葬
者
が
送
葬
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
『
左
伝
』
昭
公
三
年
(
前
五

一
一
一
九
)
の
条
、
昭
公
三
十
年
の
条
な
ど
に
す
で
に
記
録
が
あ
り
、
『
漢

書
』
蘇
武
伝
で
も
、
李
陵
が
、
旬
奴
領
内
の
北
海
の
ほ
と
り
に
移
さ

れ
た
蘇
武
に
向
か
っ
て
、
蘇
武
の
留
守
中
に
亡
く
な
っ
た
蘇
武
の
母

親
の
葬
儀
の
特
に
、
送
葬
し
て
景
帝
の
楊
陵
に
至
っ
た
こ
と
を
告
げ

て
い
る
。
ま
た
、
『
漢
書
』
孔
光
伝
に
は
、
多
数
の
者
が
葬
儀
に
参

列
し
た
記
録
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
含
め
て
、
送
葬
の
例
は
他
に
も
し

〈

4
〉

ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
送
葬
の
起
源

は
か
な
り
遡
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
後
も
葬
儀
に
関
し
て
は
、
基
本

(

5

)

 

的
に
は
漢
代
の
制
度
が
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
、
送
葬

〈

6
〉

の
風
習
も
貌
晋
南
北
朝
期
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
特
定
の
人
物
の
送
葬
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
て
詩
が
作
ら

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
王
褒
の
「
送
観
寧

侯
葬
」
詩
は
、
制
作
年
次
の
確
定
で
き
る
、
特
定
の
人
物
の
送
葬
を

対
象
と
し
た
ご
く
初
期
の
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

小
論
に
お
い
て
は
送
葬
詩
の
推
移
と
展
開
を
考
え
る
手
始
め
と
し

て
、
玉
裂
の
こ
の
詩
、
お
よ
び
「
送
劉
中
審
葬
」
詩
を
取
り
上
げ
て

分
析
を
加
え
、
そ
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

(
7
)
 

「
送
観
寧
侯
葬
」
詩
は
、
三
十
六
勾
か
ら
な
る
長
篇
で
あ
る
。

ー
蒙
溺
高
駿
極

2
准
沼
導
清
源

3
m川
茅
康
地
裂

4
樹
高
芳
盛
開
審

5
紛
紛
似
伊
藤
彩

6
従
容
現
玉
湿

7
街
路
揺
柏
幹

8
烈
火
批
〔
世
田
昆

9
幡
町
昔
同
蕗
旋

mw
辛
苦
渉
涼
喧

口
鶴
風
方
諜
柴

ロ
霊
涙
譲
傷
魂

お
造
舟
虚
客
鐙

日
高
南
掩
賓
混

同
桂
樹
思
公
子

団
芳
草
惜
王
孫

げ
今
且
一
民
向
郊
郭

日
猶
似
背
緩
線

"
丹
旗
中
島
田
空
位

m一
一
系
帳
設
虚
樽

公
楚
琴
南
操
紹

蒙
羽
高
駿
極
ま
り

准
沼
清
源
よ
り
導
く

那
茅
広
く
地
を
裂
き

断
募
盛
ん
に
蕃
を
間
関
く

紛
総
た
り
彫
躍
の
彩

従
容
た
り
護
玉
の
温

衝
融
問
柏
幹
を
揺
る
が
し

烈
火
曾
山
昆
に
壮
ん
な
り

縛
昔
務
旅
を
問
に
し

辛
苦
し
て
涼
墜
を
渉
る

風
を
観
て
は
方
め
て
楽
を
聴
き

一
択
を
垂
れ
て
は
透
か
に
魂
を
傷
ま
し
む

造
舟
客
礼
を
虚
に
し

高
間
賓
垣
を
掩
ざ
す

桂
樹
に
公
子
を
思
ひ

芳
草
に
王
孫
を
惜
し
む

今
長
郊
郭
に
向
か
ふ

猶
ほ
毅
騒
を
背
に
す
る
が
似
し

丹
旗
空
位
、
を
書
し

素
帳
虚
樽
を
設
く

楚
琴
南
操
絶
ゑ
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仇
必
韓
書
蕎
設
存
韓
宝
問
問
説
容
す

お
西
擁
傷
新
樹
西
燥
に
新
樹
を
傷
み

川
比
東
陵
情
故
間
東
陵
に
故
菌
を
惜
し
む

お
自
憐
悲
谷
影
自
ら
憐
む
悲
谷
の
影

お
粥
倫
玉
関
門
弥
い
よ
恰
む
玉
関
の
門

幻
徐
輝
奉
天
末
余
輝
天
末
に
尽
き

お
タ
霧
擁
山
根
タ
霧
山
根
を
擁
む

m卒
原
話
相
猿
樹
平
原
に
独
樹
を
着

mw
皐
亭
望
列
村
皐
亭
に
列
村
を
望
む

日
以
寂
家
還
蓋
静
寂
家
と
し
て
還
葦
静
か
に

幻
荒
詑
蹄
路
昏
荒
犯
と
し
て
帰
路
昏
し

お
挽
鐸
己
流
喝
挽
鍔
己
に
流
喝
し
か
ま
び
す

弘
一
章
歌
行
自
崎
一
室
歌
行
く
ゆ
く
自
ら
喧
し

お
賂
ニ
一
一
口
千
載
後
路
言
す
千
載
の
後

お
誰
路
遊
九
原
誰
か
将
て
九
原
に
遊
ば
ん

観
寧
侯
と
は
蒲
永
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
単
独
の
伝
は
史
書
に
は

見
え
ず
、
梁
時
期
の
事
績
が
『
梁
書
』
競
輪
伝
、
『
陳
書
』
周
敷
伝
、

『
南
史
』
蒲
範
伝
に
散
見
す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
彼
は
、
梁
の
太
祖

蒲
娯
之
の
第
九
子
で
あ
る
蒲
荻
の
子
で
あ
っ
て
、
武
帝
鶏
桁
(
高
祖
)

は
伯
父
に
あ
丸
一
日
。
ま
た
、
玉
袈
は
鷲
佼
の
娘
、
を
要
っ
て
い
る
か

ら
、
議
永
と
は
義
兄
弟
に
な
る
。
藩
永
は
、
侯
景
が
太
清
三
年
(
五

四
九
〉
三
月
に
建
康
を
陥
落
さ
せ
た
こ
ろ
に
は
、
兄
の
郡
湯
玉
蒲
範

に
命
じ
ら
れ
、
尋
陽
か
ら
、
議
江
流
域
の
食
糧
輸
送
路
を
確
保
す
る

た
め
に
荘
鉄
を
救
援
す
べ
く
予
章
に
赴
く
。
し
か
し
、
叛
服
常
な
か

っ
た
荘
鉄
の
た
め
に
捕
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
脱
出
し
た
彼

は
周
敷
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
手
厚
い
保
護
を
受
け
、
江
陵
に
送
ら

れ
る
。
江
陵
に
着
い
た
の
は
、
侯
景
の
乱
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
こ
で

勢
力
を
温
存
し
て
い
た
湖
東
玉
鷲
縛
が
侯
景
の
勢
力
を
長
江
下
流
域

か
ら
駆
逐
し
て
、
束
の
間
の
平
安
が
訪
れ
た
太
清
六
年
の
初
め
こ
ろ

で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
年
の
十
一
月
に
元
帝
議
緯
が
即
位
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
承
堅
三
年
(
五
五
回
〉
十
一
月
、
西
貌
の
大
寧
が
に
わ
か

に
江
陵
を
包
罰
す
る
。
吏
J

部
尚
書
左
僕
射
で
あ
っ
た
王
褒
は
、
都
叔
田

誠
西
城
南
諸
草
事
に
任
じ
ら
れ
て
江
陵
域
の
防
衛
に
当
た
っ
た
。
し

か
し
、
蒲
鮮
は
降
伏
し
、
土
議
で
圧
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
間
の

鷲
永
の
動
静
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
江
陵
陥
落
後
、
王
褒
ら
は
西
貌

の
都
、
長
安
に
連
行
さ
れ
る
。
本
伝
に
は
、
「
褒
血
ハ
王
克
、
制
創
設
、
宗

懐
、
殻
不
害
等
数
十
人
、
倶
至
長
安
、
太
租
喜
臼
、
昔
卒
英
之
利
、

二
陸
両
己
、
今
定
楚
之
功
、
群
賢
畢
至
、
可
謂
遁
之
怠
〈
。
」
と
あ
る
。

「
太
祖
」
と
は
西
貌
の
実
質
的
な
支
配
者
で
あ
っ
た
宇
文
泰
の
こ
と

で
あ
る
。
西
線
に
連
行
さ
れ
た
者
の
う
ち
に
蒲
永
の
名
は
見
え
な
い

が
、
こ
の
詩
の
第
九
・
十
句
は
、
王
袈
と
蒲
永
が
向
時
に
長
安
に
連

行
さ
れ
た
こ
と
を
一
万
す
。
ま
た
、
「
涼
喧
」
の
誌
は
、
十
二
月
に
江
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陵
を
出
て
、
初
春
に
着
い
た
こ
と
と
符
合
す
る
。
さ
ら
に
、
策
、
氷
の

死
に
つ
い
て
は
康
信
に
も
彼
の
死
を
悼
む
「
忠
市
銘
」
が
あ
っ
て
、

序
文
の
冒
頭
に
は
、
「
歳
在
議
提
、
星
居
監
徳
、
梁
故
観
寧
侯
粛
永

卒
、
鳴
呼
悲
哉
。
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
粛
永
が
卒
し

た
の
は
、
北
周
の
明
帝
の
二
年
ハ
五
五
八
〉
、
棟
の
武
帝
の
永
定
二
年

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
王
褒
が
文
学
好
き
の
帝
の
左
右
に
あ
っ

た
こ
ろ
に
、
務
、
氷
は
長
安
で
卒
し
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
詩
は

長
安
で
は
な
く
、
長
安
の
は
る
か
東
方
の
蒙
山
と
羽
山
、
准
水
と
沼

水
の
描
写
か
ら
始
ま
る
。
第
一
句
か
ら
第
六
勾
ま
で
は
、
『
尚
貴
国
』

馬
煮
の
徐
州
の
記
載
を
巧
み
に
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
蒙
羽
」

と
「
進
、
招
」
は
、
と
も
に
馬
煮
に
見
ら
れ
る
し
、
「
郊
」
と
「
茅
」

も
、
周
公
の
血
筋
を
引
く
者
が
支
配
す
る
、
広
義
に
は
徐
州
に
属
し

た
顕
で
あ
る
。
「
附
事
」
は
、
花
の
う
て
な
、
転
じ
て
兄
弟
の
親
密

さ
を
一
一
一
一
向
う
が
、
徐
州
が
草
木
の
叢
生
す
る
土
地
で
あ
る
と
さ
れ
る
の

に
対
応
し
、
第
五
・
六
句
の
「
影
践
彩
」
と
「
漫
玉
湿
」
も
、
瀦
氏

一
族
の
人
物
の
高
貴
さ
と
多
彩
さ
を
一
一
一
一
口
う
が
、
市
内
寅
の
徐
州
に
関
す

る
、
赤
い
土
な
ど
を
産
し
た
と
い
う
記
載
と
対
応
し
て
い
る
。
主
褒

が
こ
の
よ
う
に
徐
州
の
]
記
述
か
ら
始
め
た
の
に
は
、
突
は
理
由
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
議
永
の
家
系
と
関
わ
る
。
『
梁
書
』
武
帝
紀
は
競
氏

の
家
系
に
つ
い
て
、
「
高
・
組
武
皇
帝
詩
街
、
:
:
:
南
蘭
陵
中
都
里
人
、

漢
相
溺
何
之
後
也
。
」
と
一
一
一
一
向
う
。
「
南
繍
陵
」
の
郡
治
は
南
桧
州
に
あ

っ
た
。
ま
た
、
蒲
街
の
遠
祖
と
さ
れ
る
議
何
は
、
『
史
記
』
粛
相
忠
世

家
に
よ
れ
ば
「
部
豊
」
の
人
で
あ
り
、
秦
の
滞
県
豊
口
巴
、
前
漢
の
滞

郡
畳
間
m
は
、
ま
さ
し
く
古
の
徐
州
の
中
心
で
あ
る
。
つ
ま
り
王
袈
は

議
永
の
死
を
悼
む
に
捺
し
て
、
そ
の
遠
祖
に
ま
つ
わ
る
地
か
ら
説
き

起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
死
者
の
家
系
か
ら
説
き
起
こ
す

こ
と
は
、
墓
誌
銘
等
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
北
貌
の
延

昌
二
年
ハ
五
二
一
一
)
に
匂
憎
い
か
れ
た
「
貌
故
街
尉
少
郷
議
鎮
遠
将
軍
梁
州

刺
史
一
克
〈
演
)
君
墓
誌
銘
」
の
銘
文
は
、
寸
分
波
洪
淵
、
承
潟
海
、
病
、

構
基
天
宗
、
紹
皇
七
世
、
飲
考
伊
玉
、
阪
祖
維
帝
」
と
始
ま
る
し
、

北
貌
の
孝
昌
元
年
ハ
五
二
五
〉
に
警
か
れ
た
「
貌
故
青
州
刺
史
元
ハ
時
〉

敬
公
墓
誌
銘
」
の
銘
文
一
の
四
国
頭
に
は
、
「
逢
原
遠
系
、
遁
皇
、
週
一
帝
、

長
潟
不
己
、
暦
蜂
無
際
」
と
あ
る
。
王
褒
は
、
こ
れ
ら
墓
誌
銘
を
意

識
し
な
が
ら
も
、
北
地
に
お
い
て
、
南
朝
出
身
者
で
あ
る
粛
永
の
家

系
を
明
示
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
風
景
描
写
に
常
り
な
が
ら
、
そ
れ
が

鷲
何
に
速
な
る
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
七
・
八
句

は
、
つ
む
じ
風
が
柏
樹
を
揺
る
が
し
、
昆
端
山
が
烈
火
に
包
ま
れ
る

よ
う
に
、
粛
氏
一
族
を
中
心
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
梁
王
朝
の
命
運

が
暗
転
し
た
こ
と
を
一
一
一
一
向
う
。
第
九

i
十
二
句
は
、
一
万
帝
政
権
の
崩
壊

後
、
と
も
に
風
土
の
異
な
る
長
安
に
至
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
十

三
・
十
四
勾
は
、
多
く
の
高
官
が
葬
儀
に
会
し
た
こ
と
を
一
一
一
一
向
う
。
第

十
一
一
一
匂
の
「
造
舟
」
は
、
舟
を
並
べ
て
造
っ
た
準
き
橋
。
『
後
漢
書
』
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章
帝
紀
、
建
初
七
年
十
一
月
の
記
事
に
、
「
東
至
高
段
、
遺
舟
於
淫
雨

還
。
」
と
あ
る
。
議
永
の
葬
儀
に
は
、
相
当
な
準
備
が
な
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
「
虚
客
礼
」
の
認
に
つ
い
て
は
、
顔
延
之
「
陶
徴
士
訣
」

〈
『
文
選
』
巻
五
七
)
に
、
「
世
覇
虚
護
、
州
穣
推
風
」
と
あ
る
。
第
十

五
・
十
六
句
は
、

E
M辞
』
九
歌
、
潟
夫
人
の
「
況
有
主
今
澄
有
薦
、

思
公
子
今
未
敢
一
一
一
回
」
や
、
向
じ
く
招
隠
士
の
「
王
孫
遊
今
不
蹄
、
春

草
生
今
萎
萎
」
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
蒲
永
の
魂
が
返
る
こ
と
を

願
う
。
た
だ
し
、
『
史
記
』
准
陰
侯
列
伝
中
の
潔
母
の
一
一
一
一
同
葉
、
「
五
回
京

王
孫
荷
準
食
。
」
に
付
せ
ら
れ
た
「
索
隠
」
が
「
例
制
徳
臼
」
と
し
て
、

「
秦
末
多
失
圏
、
一
一
一
一
同
支
孫
、
公
子
、
傘
之
也
。
」
と
指
摘
す
る
の
を
考

え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
粛
永
が
亡
国
の
失
意
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た

こ
と
を
も
含
ん
で
い
よ
う
。
第
十
七
・
十
八
勾
は
、
葬
列
に
つ
い
て

一
一
一
一
向
う
。
送
葬
が
早
朝
に
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
、
貌
晋
の
挽
歌
な
ど
か

ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
第
十
八
句
は
、
曹
槌
「
洛
神
賦
」
(
『
文
選
』
巻

一
九
)
の
「
背
伊
瞬
、
越
毅
綾
」
を
踏
ま
え
る
。
ま
た
、
庚
信
「
隊

州
弘
農
郡
五
張
寺
経
蔵
碑
」
に
も
、
「
西
臨
砥
柱
、
東
背
較
較
」
と
、

同
様
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
「
毅
鞍
」
は
、
実
在
の
地
名
と
し
て
は

洛
間
関
東
南
の
関
所
や
山
を
指
す
が
、
長
安
郊
外
の
険
し
い
山
の
比
犠

と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
A
Mハ0

第
十
九
匂
か
ら
第
三
十
匂
ま
で

は
、
墓
所
へ
の
到
着
と
、
そ
こ
か
ら
の
眺
望
と
感
慨
を
述
べ
る
。
「
丹

旗
」
は
、
深
紅
の
文
字
で
死
者
の
官
位
や
姓
名
を
一
記
し
た
の
ぼ
り
。

と
き
お
り
墓
誌
銘
に
見
ら
れ
る
語
で
あ
っ
て
、
北
貌
の
正
光
五
年

(
五
ニ
四
〉
に
書
か
れ
た
「
貌
故
鱗
擦
将
軍
洛
州
刺
史
淫
間
関
県
開
国
子

李
(
遵
)
使
君
墓
一
一
一
一
台
に
、
「
丹
旗
夙
設
、
龍
橋
戒
辰
」
と
あ
る
し
、

同
じ
く
北
貌
の
太
昌
一
克
年
〈
五
三
二
〉
に
書
か
れ
た
「
線
放
司
空
府
参

軍
事
一
元
〈
雄
〉
君
墓
誌
銘
」
に
も
、
「
丹
旗
締
閥
、
龍
続
出
及
山
及
」
と
あ

る
。
第
二
十
一
・
二
十
二
句
の
意
味
は
詳
細
に
は
と
ら
え
に
く
い
。

た
だ
し
、
「
楚
琴
」
は
、
『
左
伝
』
成
公
九
年
の
条
に
見
え
る
、
楚
の

鍾
儀
の
故
事
に
基
づ
く
。
彼
は
鄭
の
捕
虜
に
な
っ
て
晋
に
送
ら
れ
た

と
き
に
、
晋
侯
に
琴
を
与
え
ら
れ
る
と
、
故
郷
で
あ
る
楚
の
音
楽
を

奏
で
た
と
い
う
。
ま
た
、
玉
袈
ら
が
長
安
に
到
着
し
た
と
き
の
太
祖

の
言
葉
に
、
「
定
楚
之
功
」
と
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「
楚
琴
」

は
、
梁
の
宮
廷
の
調
べ
を
奏
で
る
琴
を
指
す
で
あ
ろ
う
か
ら
、
第
二

十
一
句
全
体
は
、
議
永
の
死
に
よ
っ
て
、
南
朝
の
秘
曲
が
絶
え
た
こ

と
を
一
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
「
楚
琴
」
の
語
は
、
庚
信
「
和
張
侍
中
述

懐
」
詩
に
も
、
「
操
柴
楚
琴
悲
、
忘
憂
魯
酒
薄
」
と
あ
る
。
ま
た
、

「
思
出
銘
」
も
、
程
度
の
故
事
な
ど
、
琴
に
関
す
る
典
拠
を
多
用
す
る

か
ら
、
競
永
が
琴
を
普
く
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
第
二
十
二
勾

の
「
晶
体
劃
同
」
は
、
韓
非
の
著
述
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
韓
非
は

故
国
の
韓
か
ら
余
儀
な
く
秦
に
入
っ
て
殺
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
も
庚
信
「
擬
一
致
懐
詩
二
十
七
首
」
〈
其
五
〉
に
、
「
突
起
嘗

鮮
貌
、
韓
非
、
途
入
秦
」
と
言
う
よ
う
に
、
議
、
氷
が
北
地
で
亡
く
な
っ
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た
あ
と
に
、
多
く
の
著
述
が
残
さ
れ
た
こ
と
を
一
一
一
一
回
う
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
十
三
・
二
十
四
句
は
、
『
荘
子
』
耕
揖
篇
の
「
伯
夷
死
名
於
首
揚

之
下
、
盗
路
死
利
於
東
陵
之
上
。
」
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
れ
に
基
づ

い
た
表
現
は
花
瞭
「
臨
終
詩
」

Q
宋
書
』
巻
六
九
、
活
躍
伝
)
に
、
「
室

論
東
陵
上
、
海
つ
緋
首
山
側
」
な
ど
と
見
え
る
。
し
か
し
、
「
西
燦
ハ
首

山
と
に
し
て
も
伯
夷
と
叔
斉
が
餓
死
し
た
場
所
で
あ
る
し
、
「
東
陵
」

も
大
盗
賊
の
盗
妬
が
死
ん
だ
場
所
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
を
踏
ま
え
る

と
は
考
え
に
く
い
。
西
の
岸
辺
で
は
新
た
な
基
樹
が
植
え
ら
れ
た
の

を
悲
し
み
、
東
の
丘
で
は
落
、
氷
が
帰
郷
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
無
念

に
思
う
、
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
二
十
五
句
の
「
悲
谷
」

は
、
『
准
南
子
』
天
文
訓
に
見
え
る
、
余
り
に
も
深
く
険
し
い
た
め

に
人
を
悲
し
ま
せ
る
峡
谷
。
康
信
「
思
旧
銘
」
に
も
、
「
降
乎
悲
谷

之
景
、
賞
有
憂
生
之
構
」
と
あ
る
。
第
二
十
六
勾
の
「
玉
関
門
」
は
、

敦
燈
西
方
の
玉
門
だ
が
、
庚
信
「
傷
心
賦
」
に
、
「
艶
玉
関
西
雨
露

旗
、
坐
長
河
市
暮
年
」
と
あ
る
よ
う
に
、
庚
信
ら
故
国
喪
失
者
に
と

っ
て
は
北
地
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
。
第
三
十
一
勾
か
ら
は
霊
草
が
一
炭

る
こ
と
を
言
う
。
第
三
十
三
句
の
「
流
喝
」
は
、
司
馬
相
如
「
子
虚

賦
」
(
明
文
選
』
巻
七
)
に
、
「
傍
人
歌
、
獲
流
喝
」
と
あ
る
。
最
終
勾

の
「
九
原
」
は
、
円
札
記
』
檀
弓
下
に
、
「
超
文
子
輿
叔
奉
加
悦
乎
九
原
、

文
子
臼
、
死
者
如
可
作
也
、
吾
誰
輿
蹄
。
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
も

と
も
と
春
秋
の
晋
の
地
で
あ
り
、
卿
大
夫
の
墓
地
が
あ
っ
た
。
沈
約

「
冬
節
後
至
丞
相
第
詣
世
子
、
車
中
作
」
詩
(
『
文
選
』
巻
三
O
〉
に
も
、

(
誰
蛍
九
原
上
、
欝
欝
望
佳
域
」
と
あ
り
、
玉
褒
は
議
疑
を
悼
ん
だ

こ
の
詩
か
ら
発
想
を
学
ん
だ
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
こ
の
語
は
北

貌
の
太
田
同
元
年
(
五
三
二
〉
に
書
か
れ
た
「
貌
故
使
持
節
侍
中
太
保
大

司
馬
録
尚
書
事
司
州
牧
城
陽
王
(
元
徽
)
墓
士
山
銘
」
に
も
、
「
叶
該
三

兆
、
方
従
九
原
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
競
疑
は
南
斉
の
高
帝
鷲
道

成
の
第
二
子
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
墓
所
は
父
が
葬
ら
れ
た
泰
安
陵

(
江
蘇
省
丹
陽
)
の
近
傍
に
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
元
徽
が
洛
陽
の
穀
山

に
葬
ら
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
か
ら
、
王
褒
が
璃
永
の
墓
所
を

九
原
と
表
現
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
な
に
よ
り
も
王
A

褒
自
身
の

「
周
太
保
尉
遅
網
墓
碑
」
に
、
「
三
千
不
見
、
九
原
誰
作
」
と
一
一
一
一
口
う
よ

う
に
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
卿
大
夫
の
墓
地
を
、
晋
の
地
と
は
無
関

係
に
、
九
原
と
称
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
玉
褒
の
こ
の
詩
は
、
策
永
の
出
自
か
ら
始
ま
り
、
哀
悼
の

情
を
織
り
こ
み
つ
つ
霊
草
の
出
発
か
ら
帰
謎
ま
で
を
述
べ
、
最
後
に

再
び
悲
京
の
情
を
述
べ
て
結
び
と
し
て
い
る
。
典
拠
に
も
工
夫
が
う

か
が
わ
れ
、
緊
密
な
構
成
を
持
つ
重
厚
な
作
品
に
な
っ
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
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次
に
、

五
褒
の
も
う
一
首
の
送
葬
詩
、
一
i

送
一
劉
中
書
葬
」
詩
を
見



て
み
よ
う
。

劉
中
替
は
、
梁
の
武
帝
議
桁
の
第
八
子
で
、
一
時
期
、
萄
で
皇
帝

を
傍
称
し
た
蒲
紀
か
ら
中
書
侍
郎
を
授
け
ら
れ
た
郡
播
(
五
一

O
I

五
六
八
)
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
劉
璃
は
王
袈
ら
が
北
地
に
入
る
よ
り

一
足
早
く
、
梁
の
大
宝
三
年
(
五
芸
乙
五
月
、
西
線
寧
が
南
郷
を
陥

落
さ
せ
る
恵
前
に
降
伏
し
て
長
安
に
赴
い
た
。
太
祖
字
文
泰
と
会
見

し
た
と
き
に
、
太
祖
の
側
近
で
僕
射
の
申
徽
に
、
「
昔
菅
主
滅
英
、

利
在
二
控
。
明
公
今
卒
梁
漢
、
得
一
劉
藩
也
。
」
と
言
わ
し
め
て
い

る
。
そ
の
後
、
寅
門
侍
郎
、
儀
間
三
司
、
内
史
中
大
夫
に
累
進
し
、

平
陽
県
子
に
封
じ
ら
れ
た
が
、
清
廉
潔
白
に
過
、
ぎ
た
た
め
に
周
屈
と

合
わ
ず
、
左
遷
さ
れ
て
北
周
の
天
和
三
年
に
卒
し
た
。
内
史
中
大
夫

の
官
も
、
梁
に
お
け
る
中
審
侍
郎
の
宮
に
相
当
す
る
。
劉
藩
は
も
と

仕
え
て
い
た
議
離
の
死
後
、
独
一
り
議
時
の
喪
を
奉
じ
て
建
康
に
至
っ

た
と
き
、
東
宮
に
在
っ
た
議
縞
に
「
優
賞
」
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ

の
こ
ろ
太
子
舎
人
で
あ
っ
た
玉
袈
と
識
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ー
菅
別
傷
南
浦
昔
別
れ
し
と
き
南
浦
に
傷
み

ゅ

2
今
蹄
去
北
協
今
帰
り
て
北
部
に
去
く

3
警
生
空
託
夢
書
生
は
空
し
く
夢
を
託
し

つ
ね

4
久
客
毎
思
郷
久
客
は
毎
に
郷
を
思
ふ

5
塞
、
近
法
雲
監
山
塞
近
く
し
て
辺
雲
黒
く

6
農
昏
野
自
黄
塵
昏
く
し
て
野
日
黄
ば
む

7
段
谷
俄
、
選
幾
陵
谷
も
俄
に
遷
変
し

8
松
桔
易
荒
涼
松
柏
も
荒
涼
た
り
易
し

し

る

か

へ

9
題
銘
無
復
誠
一
銘
を
題
す
も
誠
一
を
復
す
無
し

日
何
慮
験
議
長
何
れ
の
処
に
か
亀
の
長
き
を
験
さ
ん

先
の
詩
と
は
異
な
り
、
故
人
の
生
前
の
状
況
を
具
体
的
に
述
べ
る

句
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
玉
褒
と
劉
藩
の
関
係
が
希
薄
だ

っ
た
と
は
言
え
な
い
。
詩
中
に
多
く
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆

に
否
応
な
く
悲
友
を
追
体
験
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

を
避
け
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
句
の
「
宙
滞
」
は
、
『
楚
辞
』
九
歌
、
河
伯
に
、
「
、
途
美
人
今

南
浦
」
と
あ
り
、
江
流
「
別
賦
」
(
『
文
選
』
巻
二
ハ
)
に
も
、
「
迭
君

南
浦
、
傷
如
之
侭
」
と
あ
る
よ
う
に
、
送
別
の
場
を
象
徴
す
る
。
そ

れ
は
、
王
褒
自
身
の
「
別
陸
子
雲
」
詩
の
起
聯
の
「
解
緩
出
南
浦
、

征
梓
旦
凌
旦
一
民
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
第
二
句
の
「
北
部
」
は
、

普
通
は
洛
湯
北
郊
の
郡
山
で
あ
り
、
後
漢
以
来
の
王
侯
貴
族
の
墓
所

を
指
す
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
単
に
墓
所
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
第

三
句
の
「
書
生
」
は
学
問
す
る
人
の
意
だ
が
、
王
褒
の
「
寄
梁
処
土

周
弘
譲
書
」
(
『
局
書
』
本
伝
〉
に
、
「
所
葉
書
生
之
J

魂
、
来
依
蓄
壌
、

射
撃
之
鬼
、
無
恨
他
郷
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
北
遷
し
て

「
久
客
」
と
な
る
以
前
の
、
梁
朝
に
あ
っ
た
と
き
の
劉
璃
に
王
笈
自

身
を
重
ね
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
第
五
・
六
匂
に
は
特
定
の
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典
拠
は
求
め
ら
れ
な
い
よ
う
だ
が
、
社
甫
「
秦
州
雑
詩
二
十
首
」

〈
其
十
八
〉
の
「
塞
雲
多
断
績
、
遊
日
少
光
輝
」
と
い
う
表
現
は
、

王
袈
に
学
ん
だ
か
と
思
わ
れ
る
。
第
七
句
は
、
『
詩
経
』
小
雅
、
十
月

之
交
の
、
「
高
岸
潟
谷
、
深
谷
矯
陵
」
を
典
拠
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る

陵
谷
の
変
を
一
一
一
一
向
う
。
こ
れ
は
庚
信
「
竹
杖
賦
」
に
、
「
世
愛
市
朝
、

年
移
陵
谷
」
と
見
え
る
ほ
か
、
墓
誌
銘
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
表
現

で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

健
金
石
有
朽
、
佼
谷
不
居
。
「
議
議
墓
誌
銘
」
梁
・
天
監
元
年

ハ五
O
ニ〉

年
序
一
五
遜
、
俊
谷
祖
選
。
「
梁
桂
陽
国
太
妃
ハ
王
纂
溜
〉
墓
誌

銘
」
梁
・
天
監
十
三
年
(
五
一
回
〉

後
谷
或
改
、
芳
一
昔
話
滅
。
「
貌
故
輔
国
将
軍
徐
州
刺
史
日
間
菌

県
開
国
侯
王
ハ
紹
〉
君
墓
誌
」
北
貌
・
延
日
間
四
年
ハ
五
一
五
〉

陵
谷
可
段
、
竹
素
易
亡
。
「
君
詩
弼
(
元
弼
〉
墓
誌
」
北
線
・

普
泰
一
元
年
(
五
三
一
〉

ほ
か
に
も
多
数
の
例
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
挙
げ
た
限
り
で
も
、
梁

以
後
、
北
朝
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。
も

ち
ろ
ん
墓
誌
銘
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
陵
谷
の
変
が
あ
ろ
う

と
も
死
者
の
栄
誉
が
不
朽
に
伝
わ
る
こ
と
を
祈
願
し
て
石
に
刻
ん
だ

こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
王
袈
は
続
く
匂
で
、
陵
谷

も
遷
移
し
、
松
柏
も
凋
残
す
る
よ
う
に
、
墓
誌
銘
す
ら
も
不
朽
で
は

な
く
、
亀
の
長
寿
も
証
拠
は
な
い
と
一
一
一
一
向
う
。
こ
こ
で
は
墓
誌
銘
な
ど

に
用
い
ら
れ
る
常
套
的
な
表
現
を
用
い
な
が
ら
も
、
逆
に
墓
誌
銘
の

不
朽
性
す
ら
も
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
劉
落
の
死
を
自
身
に
納

得
さ
せ
よ
う
と
す
る
玉
葱
の
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
詩
は
五
一
吉
詩
で
は
あ
る
が
、
墓
誌
銘
も
し
く
は
墓
碑

の
銘
文
ハ
韻
文
)
部
分
に
挿
入
し
て
も
違
和
感
、
が
な
い
と
思
わ
札
問
。

北
貌
の
正
光
五
年
ハ
五
二
回
)
の
「
貌
故
隷
藤
将
軍
平
揚
檀
(
賓
〉
府

君
墓
誌
銘
」
の
銘
文
の
中
間
部
分
を
見
て
み
よ
う
。

朱
輪
方
昇
朱
輪
方
め
て
昇
り

鳴
箔
路
島
v

鳴
銘
将
に
挙
が
ら
ん
と
す

驚
風
駿
動
驚
風
駿
勤
し

太
山
其
類
太
山
も
其
れ
類
れ
ん
と
す

松
田
沼
夜
啓
松
扇
夜
啓
き

泉
門
霊
関
泉
門
昼
間
く

時
間
風
空
往
暁
風
空
し
く
往
き

タ
月
虚
来
タ
月
虚
し
く
来
る

ま
た
、
先
に
一
部
を
引
い
た
「
貌
故
防
榔
脱
税
将
軍
洛
州
刺
史
漆
陽
県

開
国
子
李
使
君
墓
誌
」
の
銘
文
は
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
口
う
。

悲
纏
割
引
野
悲
し
み
は
朝
野
に
纏
ひ

痛
結
附
加
毅
痛
み
は
朋
殺
に
結
ぶ

丹
擁
間
的
設
丹
旗
夙
に
設
け
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穣
犠
戎
炭
竜
鶏
辰
を
戒
む

嬢
懐
楚
挽
懐
棲
た
る
楚
挽

灼
灼
容
瞬
灼
灼
た
る
容
瞬

一
日
門
戸
締
泉
室
長
ヘ
に
泉
室
に
帰
し

委
楼
幽
麗
体
を
幽
墜
に
委
ぬ

令
組
皆
無
一
朽
誉
れ
を
し
て
無
朽
な
ら
L
む
れ
ば

清
松
日
新
清
松
田
び
に
新
た
な
ら
ん

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
送
葬
と
埋
葬
を
一
一
一
一
回
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
銘
文
に
は
王
褒
の
詩
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
死
者
に
対
す
る
個
人

的
な
感
概
は
窺
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
玉
虫
袈
の
送
葬
詩
が
墓
誌
銘
を

か
な
り
意
識
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ

ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
先
に
も
触
れ
た
王
褒
「
周
太
保
尉
、
遅

縞
墓
碑
」
の
銘
文
の
末
尾
は
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
向
う
。

逝
水
在
停
逝
水
詰
ぞ
停
ま
ら
ん

か
り
そ
め

光
陰
不
借
光
陰
借
な
ら
ず

議
鮎
附
逆
放
逮
か
に
逆
旅
を
辞
し

と
こ
し
へ

俄
悲
恒
化
俄
か
に
恒
に
化
す
る
を
悲
し
む

旋
特
別
夏
練
控
は
夏
練
を
釘
ベ

棺
陳
篠
宮
林
棺
は
衛
官
格
を
陳
ぬ

北
郭
人
稀
北
郭
人
稀
に

西
山
景
落
西
山
景
落
つ

三
千
不
見
三
千
見
え
ずおこ

九
原
誰
作
九
原
誰
か
作
ら
ん

「
三
千
」
は
、
康
信
「
歪
老
子
廓
応
詔
」
詩
に
、
「
路
有
三
千
刻
、

、
途
経
七
翠
迷
」
と
あ
り
、
倒
落
は
、
『
札
記
』
王
制
の
「
九
四
海
之

内
、
断
長
補
短
、
方
三
千
里
。
」
を
典
拠
と
し
て
一
訴
す
。
こ
こ
で
は

埋
葬
が
終
わ
っ
て
送
葬
の
人
々
が
帰
り
、
西
山
に
日
が
沈
ん
だ
あ
と

の
広
漠
と
し
た
墓
域
に
あ
っ
て
、
死
者
は
決
し
て
匙
ら
な
い
こ
と
を

言
う
の
で
あ
ろ
う
。
李
富
孫
『
漢
貌
六
割
墓
銘
纂
例
』
巻
四
は
、
王

袈
「
周
太
待
燕
文
公
子
謹
墓
碑
」
に
つ
い
て
、
「
文
多
勝
偶
、
不
審

詳
字
、
略
述
世
出
円
及
所
歴
官
爵
、
卒
年
不
審
、
銘
詞
四
一
吉
川
例
有
詳
略

也
o
」
と
言
い
、
ま
た
、
同
じ
く
「
周
太
保
尉
遅
綱
弘
前
」
に
つ
い

て
も
、
「
鰹
例
輿
テ
謹
碑
略
向
、
市
不
著
其
世
出
円
官
露
、
紙
一
去
任
隆

台
表
部
己
。
」
と
一
一
一
一
同
う
。
こ
れ
は
王
褒
の
墓
碑
が
、
通
例
と
は
様
相

を
異
に
し
て
、
詳
字
、
家
系
や
生
平
の
官
職
な
ど
を
具
体
的
に
は
述

べ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
彼
の
墓
碑
に
は

死
者
の
平
生
の
事
績
を
詳
述
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
李
富
孫
が
、
庚
信
「
周
太
子
太
保
陸
孤
還
神
道
碑
」
に

対
し
て
、
「
首
書
詳
字
姓
郡
、
次
絞
世
由
同
及
所
歴
官
爵
、
後
詳
婚
詮
、

井
絞
夫
人
亦
以
合
葬
也
、
設
及
一
嫡
子
叉
加
詳
也
。
」
と
指
摘
し
て
い

る
の
と
は
明
ら
か
な
対
照
を
見
せ
て
い
る
。

き
て
、
中
野
将
「
庚
信
『
思
旧
の
銘
』
に
つ
い
(
切
」
は
、
次
の
よ
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う
に
指
擁
し
て
い
る
。

何
故
そ
れ
で
は
こ
の
作
品
は
「
梁
故
観
寧
侯
鷲
永
銘
」
で
あ
り

得
な
か
っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
議
、
氷
が
梁
朝
の
人
だ
か

ら
で
あ
ろ
う
。
康
信
の
集
に
は
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
墓
誌
銘
が

残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
北
局
の
高
官
及
び
夫
人
の
為

の
作
品
で
あ
る
。
策
、
氷
は
梁
朝
の
人
で
あ
る
が
故
に
墓
誌
銘
に
は

出
来
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
王
褒
を
始
め
、
友
人
の
死
に
は
傷
む

詩
し
か
残
せ
な
か
っ
た
J

威
信
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
ベ
イ
ト
な
「
銘
」

と
す
る
の
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

同
様
の
こ
と
は
玉
褒
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
王
褒
に
は
紀
功
碑
と
寺
碑
の
類
以
外
に
四
篇
の
墓
碑
が
残
る
。

こ
れ
ら
は
、
前
述
の
子
護
、
尉
遅
綱
の
ほ
か
、
陵
還
、
鴻
章
と
、
い

ず
れ
も
北
貌
か
ら
北
周
に
仕
え
た
人
物
に
対
し
て
書
か
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
炭
信
ー
が
私
的
な
銘
を
競
永
の
死
に
際
し
て
捧
げ
た
の
と
同

様
に
、
五
笈
は
、
競
永
に
つ
い
て
は
墓
誌
と
墓
碑
と
を
意
識
し
て
、

劉
璃
に
つ
い
て
は
特
に
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
文
を
意
識
し
て
送
葬
詩
を
制

作
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
王
袈
自
身
が
墓
碑
に
試
み
た
手
、
法

を
応
用
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
二
簾
の
送
葬
詩
は
、
北
遷
し
た
者
に
対
し
て
公
的
な
墓
碑
文

を
捧
げ
ら
れ
な
か
っ
た
王
褒
の
、
苦
渋
に
満
ち
た
創
意
と
工
夫
の
結

晶
、
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

注(1
)

王
褒
の
卒
年
を
、
北
周
の
建
徳
年
間
〈
五
七
二
J
五
七
七
)
と
す
る

こ
と
は
諸
説
一
致
し
て
い
る
が
、
沼
口
勝
「
王
袈
の
生
卒
年
に
つ
い
て
」

(
「
漢
文
学
会
々
報
」
ニ
二
、
一
九
六
一
ニ
〉
は
、
建
徳
四
年
か
、
こ
れ
を
つ

二
年
下
る
範
題
と
推
定
し
、
清
水
凱
夫
「
王
褒
の
伝
記
と
文
学
」
(
「
立
命

館
文
学
」
一

0
1
一
二
、
一
九
七
五
)
は
、
建
徳
六
年
と
す
る
。
ま
た
輿

謄
宏
『
庚
信
』
(
集
英
社
、
一
九
八
一
ニ
〉
は
、
建
徳
五
年
ご
ろ
と
推
定
し
、

「
王
袈
(
五
一
コ
す
i
l五
七
六
〉
」
と
記
す
。
さ
ら
に
、
曹
道
衡
「
関
子
玉

袈
的
生
卒
年
問
問
題
」
(
『
中
古
文
学
史
論
文
集
』
中
華
書
局
、
一
九
八
六
〉

は
、
建
徳
三
年
と
し
て
い
る
。

(
2
〉
『
初
学
記
』
巻
一
一
は
「
良
法
師
」
に
、
『
文
苑
英
華
』
巻
三

O
五
は

「
霊
法
師
」
に
作
る
。

(

3

)

『
初
学
記
』
巻
一
一
一
は
「
駿
侯
」
に
、
『
文
苑
英
華
』
巻
一
ニ

O
五
は
「
楊

侯
」
に
作
る
。

(
4
〉
例
え
ば
、
『
漢
設
立
欝
宣
伝
、
劇
孟
伝
、
『
後
漢
書
』
鄭
玄
伝
な
ど
。

ハ
5
〉
例
え
ば
、
梁
満
倉
『
中
国
貌
晋
南
北
朝
習
俗
史
』
〈
人
民
出
版
社
、
一

九
九
四
)
は
、
「
:
:
:
以
上
我
柄
叙
述
了
貌
晋
南
北
朝
時
期
的
喪
葬
礼
儀
。

象
這
箇
時
期
的
礼
儀
同
古
礼
比
較
、
我
相
説
還
筒
時
期
基
本
上
依
古
礼
布

行
。
」
と
指
橋
し
て
い
る
。

(
6
〉
唐
代
に
至
っ
て
も
送
葬
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
数
首
の
送
葬

詩
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
'
自
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
考
察

は
別
稿
に
譲
り
た
い
。
そ
の
ほ
か
、
例
え
ば
張
籍
〈
七
六
五
?
l
八
三

O
?〉
の
「
北
郊
行
一
」
に
は
、
「
搭
腸
北
門
北
叩
道
、
喪
車
鱗
鱗
入
秋
革
、

事
前
涛
崎
産
露
歌
、
高
墳
新
起
日
峨
峨
、
朝
朝
暮
募
入
、
会
葬
、
法
揚
城
中
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人
吏
多
」
と
、
送
葬
の
様
子
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

(
7
〉
主
に
、
遼
欽
立
一
『
先
苦
海
貌
普
南
北
朝
詩
』
に
よ
っ
た
が
、
『
芸
文
類

来
』
巻
一
二
回
、
『
文
苑
英
華
』
巻
一
ニ

O
五
、
『
漢
貌
六
朝
百
三
家
集
』
王
司

空
集
な
ど
に
よ
っ
て
改
め
た
笛
所
が
あ
る
。

(

8

)

『
梁
番
』
巻
二
三
太
極
五
王
伝
に
、
「
郡
陽
忠
烈
王
依
、
字
弘
達
、
太

極
第
九
子
也
。
」
と
あ
る
。
太
祖
は
、
梁
の
武
帝
粛
桁
の
父
、
議
順
之
を

指
す
。
議
佼
の
嗣
子
の
範
が
永
の
兄
で
あ
る
。
中
野
将
「
庚
信
『
思
出
の

銘
』
に
つ
い
て
」
ハ
「
中
国
文
化
」
一
九
八
五
〉
は
、
議
永
の
父
が
、
衛
文

帝
蒲
締
の
第
一

O
子
部
揚
玉
依
で
あ
る
、
と
畳
一
ロ
う
が
、
議
依
は
競
艇
之
の

子
で
あ
っ
て
、
筒
文
帝
の
子
で
は
な
い
。
議
扶
は
筒
文
帝
の
叔
父
に
あ
た

る。

ハ
9
〉
以
下
、
墓
誌
の
引
用
は
、
趨
超
『
漢
貌
南
北
朝
墓
誌
紫
編
』
(
天
津

古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
)
に
よ
る
。

(
叩
〉
第
一
六
句
に
つ
い
て
、
前
野
直
彬
「
春
草
考
」
(
『
春
草
考
』
秋
山
番

応
、
一
九
九
四
所
収
〉
は
、
「
永
久
に
帰
ら
ぬ
旅
に
出
で
立
っ
た
人
を
思

う
と
き
に
も
、
春
卒
は
同
じ
よ
う
に
し
て
使
わ
れ
る
。
:
:
:
こ
う
し
て

六
朝
の
詩
人
た
ち
は
、
楚
辞
招
隠
士
の
言
葉
、
を
典
故
と
し
て
踏
ま
え
な
が

ら
、
春
の
若
草
の
上
に
、
去
っ
て
帰
ら
ぬ
人
の
お
も
か
げ
を
描
く
よ
う
に

な
っ
た
o
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

(
日
〉
保
定
四
年
ハ
五
六
回
)
一
一
月
に
、
北
周
の
尉
遅
、
週
の
軍
が
港
陽
を

包
囲
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
武
帝
が
大
軍
を
発
し
て
北
斉
領
内
に
進
攻
し

た
の
は
、
建
徳
五
年
〈
五
七
六
〉
一

O
月
で
あ
り
、
都
の
鄭
を
陥
落
さ
せ

た
の
は
翌
年
正
月
で
あ
る
。
大
象
元
年
(
五
七
九
〉
正
月
に
は
、
宣
帝
字

文
翼
が
荒
廃
し
た
洛
陽
に
行
幸
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
詔
に
は
、
「
河

治
之
地
、
世
稽
朝
市
、
:
:
:
自
貌
氏
失
叡
、
域
隣
篤
鏡
、
君
子
有
慾
蓄
之

風
、
小
人
深
壌
土
之
思
。
」
と
あ
る
。
北
周
が
洛
胞
仰
を
修
復
し
て
東
京
と

称
し
た
の
は
、
こ
れ
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

(
ロ
)
『
漢
貌
六
朝
百
三
家
集
』
玉
司
空
集
は
、
「
韓
書
」
を
、
「
品
堅
持
」
に
作

る。

(
日
)
な
お
、
呉
先
寧
『
北
朝
文
学
研
究
』
(
台
湾
文
津
出
版
社
、
一
九
九

一
ニ
)
第
一
一
一
章
は
、
こ
の
詩
に
触
れ
て
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
粛
永
銃
潟
梁
氏
宗
室
、
期
深
受
梁
朝
廷
賞
識
的
王
袈
封
他
自
然
有
線
、
深

的
感
構
、
又
在
江
陵
之
難
中
一
起
成
潟
蕗
校
、
財
王
褒
針
之
更
添
了
一
一
層

『
向
潟
天
涯
論
落
人
』
的
命
運
認
向
。
所
以
粛
永
之
卒
、
劉
於
王
褒
是
『
兎

死
狐
悲
』
的
感
魔
。
:
:
:
粛
永
之
死
、
不
禁
使
玉
褒
想
到
了
自
己
的
結
局
、

於
是
在
悲
悼
議
、
氷
的
同
時
産
生
了
一
種
夜
然
無
所
時
間
宿
的
心
情
。
!
一

(
M
〉
『
芸
文
類
取
駅
』
巻
二
九
は
、
「
加
控
才
子
」
に
作
る
。

(
日
)
注
〈
江
〉
参
照
。

(
v
m
)

六
朝
美
文
と
四
一
寸
一
口
韻
文
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
福
井
佳
夫
「
六
朝
美

文
の
詩
化
に
関
す
る
一
考
察
1
1
2
詩
と
文
の
あ
い
だ
i
i
i」
ハ
「
中
京
大
学

文
学
部
紀
要
」
第
二
九
巻
二
号
、
一
九
九
四
〉
に
、
極
め
て
示
唆
に
富
む

指
摘
が
あ
る
。

ハ
汀
〉
牛
責
務
「
玉
褒
論
略
」
(
「
山
西
大
学
学
報
」
哲
社
版
、
総
第
六
一
期
、

一
九
九
三
)
は
、
こ
の
碑
銘
と
「
太
子
太
保
中
都
公
陸
運
碑
銘
」
の
一
部

を
引
用
し
て
、
「
這
和
北
朝
大
量
的
呆
板
碑
文
是
不
問
的
。
」
と
評
価
し
て

い
る
。

(
四
)
前
掲
、
注

(
8
〉
参
照
。
な
お
、
「
思
旧
銘
」
が
銘
と
称
し
な
が
ら
、

実
質
は
誌
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
、
鍾
優
民
『
望
郷
詩
人
民
信
』
(
吉
林

( 75 ) 



大
学
出
版
社
、

一
九
入
入
〉
に
見
え
て
い
る
。

ハ
北
海
道
教
育
大
学
〉
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